
第7回 テキストをいじってみよう 

〇データの取込み (ファイル読出し) 

〇テキストの切出し 

〇数える 

比較する 

区切る 
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テキストファイルの読み込み 
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知識  テキストファイルとは  

文字だけのファイル 

 ⇔文字以外も(何でもいい)ファイル 

文字だけ 

 ⇒ 英数字はA～Zとa～zの26x2文字  

 7桁使う 0～1111111(127) 

   余っている？ 

 英数字の他に記号とか制御文字 

  空白、'.'、','、';'、':'など 

  改行、バックスペース、抹消など 

コンピュータの中は「何でも０/１」 

 文字も0/1  'a'は 0110 0001 

   (英数字は7桁、仮名漢字は24桁) 

テキストファイルのイメージは？ 

hello 
Good day. 

h e l l o NL G o o d _ d a 

y . NL 

改行文字で行が区切られる 

文字以外でも何でも書けるファイル 

 ⇒「バイナリファイル」 

     ↓ 

 行区切りがない (改行文字がない) 

  ⇒ 行の概念がない 



テキストファイルの読み込み 
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ファイルのオープン・クローズ操作 

f = open('testfile.txt', 'r') 

ファイルは、オープンしてから使う 

オープン open は利用の準備 

ファイルの名前 モード 

ファイルの使い方を指定する 

'r' read   読出し用にopen 

'w' write 書込み用にopen (切詰め) 

'a' append 書込み用、既に存在する 

       場合は末尾に追記する 

'+' 更新用に開く (読みr+・書きw+) 

使い終えたらクローズするのが建前 

クローズ close は終了・後始末 

f.close() 

f は前に open したファイル 

プログラム終了時に自動的にクローズ 

より安心な with open(...) as  

with open('testfile.txt','r') as f: 

    data = f.read()   読む 

f = open('testfile.txt','r') 

data = f.read()   読む 

f.close() 

＝ 

よく忘れる 



テキストファイルの読み込み 
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テキストの読み込みの３スタイル 

data = f.read() lines = f.readlines() line = f.readline() 

全体を文字列として 
読込む 

全体を１行ずつに分けた 
リストとして読込む 

次の１行だけ読込む 

ファイル全部を読むには 

ループを書く必要がある 
自分で行ごとに分割 

１行分 
１行分 

１行分 

リ
ス
ト 

試してみよう 

最初に開いたブラウザ画面（ファイルのリスト）で 
mb9-Holmes-neko (フォルダ) をクリック 

 
開いたフォルダ内で、new ⇒ Python3 で 

プログラム作成用のウィンドウを開く 

with open('neko.txt','r') as f: 

    lines = f.readlines() 

for u in lines: 

    print(u)  
リストから 

１つずつ取出す 

(全部の)行を読んで 
行ごとのリストにする 



リストの処理 
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linesはリストになっていて、 

  リスト要素が1行 

lines = [行0,行1,行2 ... ] 

読んだデータを加工してみよう 

line2 = lines[2] ←linesの要素2 

print(line2)  ←line2の中身確認 

0  

行２の中身が見たい  ⇒ 
 linesの要素「2」を見る 

line2 = lines[2] 
sentoh = line2[0] ←line2の0文字目 

print(sentoh)    ←sentohの中身確認 

line２の中身は1行分の文字列 
 ⇒ 先頭の文字を見るには 

1  

2  

…
 

2  

     line2 = 

line2[0] 



リストの処理 
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考えてみよう 

① line2の最後(行末)の文字を表示せよ 

ヒント： 頭から最後1つ手前まで 

② line2の最後(行末)の文字を取り除け 

リストの要素のアクセス： 
◦ ピンポイント line2[0] 
◦ 範囲     line2[2:4] 
◦ 後ろから   line2[-1] 

0 1 2 3 4 - 1 - 2 

2から4の直前まで 

0 1 2 3 4 - 1 - 2 

ヒント： 1行ごとに最後の文字を除く 

     除いた行を繋げる 

    リストへの追加⇒＋ 

③ 全部の行の最後の文字を取り除け 
       

     

＋ 

       

＋ 



リストの処理 
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１つのプログラムにしてみよう 

ファイルをreadlinesで読み、 
変数 lines に代入しておく 

リストsに今作った vを追加する 
 s = s + [v]   ←リスト＋リスト 

for u in s: 

    print(u) 

linesの要素 (行) を順に１つずつ 
取り出して u とする 

取り出したu (行) の最後の1文字 
 を削除し、vに代入する 

後の都合があるので、空のリスト 
s を用意しておく    s = [] 

リストsを先頭から１つずつprint 

TAチェック 

s = s + [v] 



時間が余ったら： 頻度を数えてみる 
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from collections import Counter 

u = [1, 3, 2, 3, 4, 2, 7] 

のとき 

print(Counter(u)) とすると 

便利な Count 

Collectionsライブラリ中のCountは 
 リスト要素の出現数を数えてくれる 

Counter({3: 2, 2: 2, 1: 1, 4: 1, 7: 1}) 

s = 'abacadc' 
Counter({'a':3, 'c':2, 'b':1, 'd':1}) 

文字列に対しても同じように 

では、neko.txtの文字の出現 
頻度を数えてみよう 

楽をするために、readlinesでは 
なくて、readを使おう 

上記のプログラムを書いて 
最も多く出現する文字を探そう 

with open('neko.txt', 'r') as f: 
    text = f.read() 

textの中に全文が入っている 

行ごとに改行文字'¥n'がある 

これ全体を Counter(text) として 

 数えてよい 

どの文字が最も多く出現するか? 

Counterの動作を 
試してみよう 


